
 

2025 年度 緑区自立支援連絡協議会 活動計画(案) 

１ 活動の柱 

 

1．障害のある方の権利を守れる地域を作っていきます。 

障害のある方の権利を守るために、虐待防止の観点から不適切な支援につい

ての情報を行政、基幹センター、事業所等で共有することで適切な支援に切

り替えられるための検討の場を作ります。 

来年度の本格実施に向けて、今年度は事務局会議の中でケースの共有を行い

ながら取り組みます。 

 

2．地域の支援力アップの為に、ネットワークづくりに取り組みます。 

① 部会活動を中心に、事業所同士の交流や、部会の枠を超えた横のつながりを作

っていきます。 

② 当事者参加、構成員のネットワークづくりを引き続き進め、当事者や家族、ま

た事業所が孤立する事がないように取り組みを進めます。 

③ 障害分野以外の関係団体との連携や情報共有、ネットワークづくりに取り組み

ます。 

 

 

3．障害がある人もない人も、誰もが住みやすく、お互いに支えあえる街づくりに

取り組みます 

緑区民まつり（障害者と区民のつどい）の中で、障害のある方と区民の皆さんが

一緒に参加できる企画を通じて障害理解が深まることを目的として、「第 14 回 

障害のある人もない人も共につくる緑区民のつどい」を開催します。 

 

 

 



 

2．2025年度 日程 

 

 事務局会議・運営委員会他 内容 

４月 事務局会議（10日）  年間予定 

5月 運営委員会（30日）  

 

個別避難計画 

重層的支援体制整備事業の報告 

6月 ●全体会（26日）  活動報告、活動計画、決算予算、会長・副会長の

選任 

7月 事務局会議（24日） （虐待防止ネットワーク） 

9月 運営委員会（3日）  

 

10月 事務局会議（23日） （虐待防止ネットワーク） 

★第 13回 障害のある人も 

ない人も共につくる緑区民の 

つどい（25日） 

 

11月 ★みどりっこひろば（21日）  

運営委員会（27日） 各部会から集約した地域課題の議論。 

1月 事務局会議（15日） （虐待防止ネットワーク） 

2月 運営委員会（26日）   

南ブロック連絡会 

 

 

南ブロックの共通の地域課題の討議（障害者支援

課認定支払係、4区（緑・南・天白・瑞穂）の区

役所・支所・保健Ｃ・基幹Ｃ） 

・各区から地域課題の文書を市に提出 

   

・南ブロック会議・・・年６回 （４月、6月、８月、１０月、１２月、2月） 

  ・名古屋市自立支援連絡会 年 3回 ①7月 ②11月 ③3月 

 

 

 

全体会   年 1回、活動報告、活動計画、課題交流を行っています。 

 

事務局会議 運営委員会の議題の整理を行っています。 

 

運営委員会 情報共有、協議会活動の推進、地域課題の集約と具体化を行っています。 

 

 

 

 



20２5 年度 強行部会 活動計画（案）

これまでの活動では、自閉症の方への基本的な理解や構造化を中心した支援方法等の共有を主な目的と

して研修や実践報告、グループワークを中心に定例会を行ってきました。今年度はこうした今までの活動も

引き続きおこなっていくことに加え、新たに部会として地域の事業所に出向き、実態の把握や現場の声に耳

を傾けて支援の輪を広げる活動を行っていきます。

【方針】

１．地域の支援者向けに自閉症、強度行動障害への理解のための研修を継続していきます。

２．事業所が抱え込まないように、強行部会運営委員が事業所見学を行っていきます。

３．強行部会運営委員会において、困難事例の事例検討等を行います。

◇定例会

日にち 内容 場所

①

5/14(水)

10～12

研修会

「自閉症支援がうまくいかない・・・最初に

やることは？」 講師 あいぽ奥山

緑区役所 講堂

②

10/17（金）

10～12

実践報告

報告者未定

徳重支所第１，２会議室

③

1/16（金）

10～12

研修会

「氷山モデルで考えてみよう」

講師あいぽ奥山

徳重支所第 1，2 会議室

◇運営委員会

①4/18（金）10～12 時／徳重支所第３会議室

②7/11（金）10～12 時／緑区役所第 1 会議室

③9/12（金）10～12 時／徳重支所第 3 会議室

④11/14（金）10～12 時／徳重支所第３会議室

⑤2/13（金）10～12 時／徳重支所第３会議室

◇事業所訪問

・定期的に強行部会運営委員で事業所の見学に出向き、自閉症・強度行動障害児者の対応を把握。

◇事例検討会

・6/19（木）9 時 30 分～11 時 30 分／なるみ作業所

以上
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精神部会 2025年度活動計画

●定例会 年 5回程度予定

〇緑区内の精神障害の方への支援を考えるという視点と、社会や地域の環境の変化によっ

て当事者の生活も支援を提供する事業所も変化している。精神部会の役割や専門職とし

て何が必要か何に取り組むかを検討する予定。

〇定例会にて、緑区の課題や関係機関との関係を深め、力量や知識の向上を図る為、担当を

決めテーマごとに勉強会や見学会、事例検討会などを企画立て開催する予定。

○運営委員会 年 8回程度予定

〇ピアサポート活動(交流会開催)

【年間計画表：案】※予定や内容が変更になる場合がございます。

【運営委員】

メンタルクリニックみなみ 加藤さん

地域活動支援センターしかやま 小出さん

８

月 定例会 運営委員会

4 開催予定

5 開催予定

6 開催予定

7 第１回 定例会(にも包括)

8 開催予定

9 第２回 定例会(地活)

10 開催予定

11 第３回 定例会(就労)日中・居住合同

12 開催予定

1 第 4回 企画交流会(家族・ピア)

2 開催予定

3 第５回 定例会(次年度に向けて) 開催予定



2025 年度 自立支援連絡協議会相談部会 活動計画（案）

【活動の概要】
・初任・現任インターバル実習を通じた、区単位での OJT の推進
・事例検討会等、複数のツールを用いた相談支援事業所相互の学び合いの場とする
・個々の事例から地域課題の抽出と共有、解決を協議する
・高齢分野（ケアマネサロン）や児童分野、重層的支援体制等他分野の課題を学び議論する機会
・事業所間の連携と交流

構成員：

〇緑区の相談支援事業所および緑区の障害のある方の支援をしている相談支援事業所

〇行政機関 緑区役所福祉課、徳重支所区民福祉課、緑保健センター
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全て 10:00～12:00 内容 場所

4 月 22 日（火） 新年度顔合わせ、新年度の体制等事業所から近況報
告（実地指導などの報告も）、名古屋市集団指導等

徳重支所第１第２会
議室

５月 27 日（火） 振り返り参加型スーパービジョン 緑区役所第２会議室

６月１9 日（木） 木全先生の講義 緑区役所第２会議室

７月末～８月中旬
７月１7 日（木）

現任研修インターバル実習
（グループスーパービジョン）

緑保健センター
1 階集会室

９月 30 日（火） 地域課題 1 緑区役所第２会議室

１０月２8 日（火） ケアマネサロン （徳重支所第１第２
会議室）

11 月 20 日（木） 地域課題 2 仕上げ 徳重支所
第１第２会議室

１２月１８日（木） 未定 緑区役所第２会議室

１月 29 日（木） 木全先生・事例検討予定 緑区役所第２会議室

２月 日（） 児童ネットワーク

３月 23 日（月） 年間のまとめ 次年度の相談部会について 緑区役所第２会議室



（案）2025 年度 権利擁護部会活動計画
2024 年度より緑区自立支援連絡協議会の中心として権利擁護部会が立ち上がりました。緑区内の事

業所同士がつながる場であり、多くの方と出会える場としての役割をもちながら、支援の質の向上をめ
ざしていきます。
今年度は、不適切支援の情報共有、虐待の予防、早期発見のための行政との会議など、見守りネット

ワークの構築を目指していきます。

１，定例会

参加は緑区内の部会、連絡会を問わず全事業所が対象

日にち 内容 場所

第 1 回 7 月 当事者講演会

「障害のある人が地域で暮らす」（仮）

第 2 回 11 月 11 日 成年後見制度 緑区役所 講堂

第 3 回 2 月 虐待防止研修

   

２，虐待防止ネットワークについて

障害のある方の権利を守るために、虐待防止の観点から不適切な支援についての情報を行政、基幹セ

ンター、事業所等で共有することで適切な支援に切り替えられるための検討の場を作ります。今年度は

試験的に行うため、行政、基幹センターでケースの共有を行いながら、来年度の本格実施に向けて、進

めていきます。

３，運営委員

児童 ナーシング 坂井   

居宅 ヘルパーステーションなつめ 島田

日中 あいぽ 奥山   

ぱすてる 小濱  

相談 相談支援 me 竹内    

行政 区役所、支所

基幹センター

４，運営委員会 緑区役所審査会室

5/13（火）、10/21（火）、1/13（火）、3/10（火） いずれも 10 時～12 時
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（案）2025 年度 児童関係 活動計画
障害のある子どもたちを支えるために連絡会、ネットワーク、不登校を考える会の 3つの組織で構成してい

ます。障害各組織の充実のため、関係者、支援者の顔の見える関係を大切にし、緑区の障害児に関わる地域課
題を整理していきます。

◇放デイ・児発連絡会（旧：障害児支援事業所連絡会）

目的：障害のある子どもたちを支える事業所の交流を行い、横のつながりを作る。市民向け企画の実施。

構成メンバー：放課後等デイサービス・児童発達支援事業所 他

日にち 内容 場所

６月 13 日（金） 第１回定例会 名刺交換会 徳重支所第１，２会議室

  9 月 19 日（金） 第２回定例会 地域課題 みどりっこ打合せ 徳重支所第１，２会議室

11 月 21 日（金） みどりっこひろば 区講堂

2 月 20 日（金） 第３回定例会 未定

◇障害児ネットワーク（旧：障害のある子どもを支えるネットワーク）

目的：緑区における障害の子どもたちを支えるための課題を整理し、必要な資源を作る。

障害のある子どもの関係者のネットワークを作る。

構成メンバー（予定）：放課後等デイサービス、児童発達支援事業所、相談支援専門員

緑区民生子ども課子ども係 緑区福祉課障害福祉係 緑区保健センター、 子ども応援委員会、

緑区特別支援教育研究会顧問 エリア支援保育所 南部地域療育センターそよ風 緑児童館

メンタルクリニック 緑区障害者基幹相談支援センター

※東部児童相談所 子ども若者総合支援センター

日にち 内容 場所

７月 2 日（水）

10：00～12：00

第１回 定例会

「医療的ケア児」実践報告

保健センター 2 階

健康増進室

10 月 8 日（水）

10：00～12：00

第２回 定例会

障害児サークルの母の語り

保健センター 2 階

健康増進室

2 月 27 日（金）    

10：00～12：00

第３回定例会

不登校を考える会実践報告

保健センター 2 階

健康増進室

◇不登校を考える会

目的：緑区内の児童に関わる課題についての交流と、関係機関への働きかけ、資源開発。

   交流会の 1 年の成果をネットワーク会議で報告し、緑区の不登校の現状を考える機会とする。

構成メンバー：放デイ代表  相談支援専門員 緑児童館 メンタルクリニックみなみ

子ども応援委員会 社会福祉協議会 緑区障害者基幹相談支援センター

定例会 年 4 回を予定
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2025 年度 日中居住事業所連絡会活動計画 （案）

１ 重点課題

(ア) 交流 事業所間の交流や連携、事業種別の交流を深める取り組みを進めます。

(イ) 研修 事業所からの要望に基づき、学習・研修会を開催します。

(ウ) 地域課題 地域の課題解決に取り組みます。

２ 定例会

基本第 3 水曜日午後 1３:30～15:00 場所：リモート、もしくは支所会議室

月日 定例会 内容 その他 内容

6 協議会全体会 GH 交流会①

7/16 第 1 回定例会 方針会議

9 GH 交流会②

11/19 第 2 回定例会

12 イオン福祉の店

1 GH 交流会③

2/18 第 3 回定例会

  ○部会の運営委員・協議会の代表について

     生活介護ぱすてる小濱さん・ゆたか希望の家佐藤さん・グループホームカフェライフ鎌倉さん・

      リハスワーク名古屋緑佐藤さん

      ※運営委員会の予定 （定例会の前月第 3 水曜日） 5/21、6/18、10/22、1/21、3/18

○各部会への実行委員の派遣

つどい → リハスワーク名古屋緑佐藤さん

権利擁護部会 → 生活介護ぱすてる小濱さん

３ グループホーム交流会  年 3回程度実施

４ 地域課題への取り組み

これまで挙げられてきた課題が以下のように積み残されている 今後も引き続き取り組んでいく

（ア）「誰もが安心して過ごせる『余暇活動』を考える会について

       運営委員の参加に対し、応募がない状態 引き続き活動の方向を探る

（イ） 就労の継続が困難になった高齢障害者の、日中活動先の選択肢

（ウ）人材確保について 人材フェアなどの開催について考えていく

５ その他

① イオン大高「みどり福祉の店」 （主催：福祉課 協力：日中） 12 月開催予定・協議会コーナー設置

② 引き続き緑区基幹センターのホームページから事業所の検索ができるよう、事業所情報の充実
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